
グリム兄弟の有名な物語の初版本をベ

ースに舞台化しました。大道具のしかけ

や展開も面白い作品です。  

初演２００７年５月。多数の再演依頼を

うけています。 

上演時間 約５０分  

対象年齢 6歳～大人 

デ・ラ・メアの美しい原作を題材に、影

絵の面白さを演出に加えました。 

初演２００８年５月。  

上演時間５０分 

きむらゆういちのベストセラーをお芝

居に。２００９年５月初演予定！  

上演時間４０分  

対象年齢 幼児～大人 

落語をモチーフにした大人気ベストセ

ラー絵本をテンポのいい台詞回し舞台

転換の面白さを存分に舞台にしました。

初演２００６年５月。多数の再演依頼を

うけています。 

上演時間 約４０分   

対象年齢 3歳～大人 

主な公演実績 
・2005年 鳥取県民芸術祭公演 

・2005年 国府町保育協議会、部落解放・人権鳥取市国府町研究集会主催公演 

・2006年 鳥取市教育委員会国府町分室主催公演 

・2006年 鳥取県アートスタート次世代鑑賞者育成事業公演 

・2007年 鳥取県アートスタート次世代鑑賞者育成事業公演（鳥取県、鳥取市

など後援） 

・2007年 鳥取市教育委員会国府町分室、国府町中央公民館主催公演 

・2008年 鳥取県アートスタート次世代鑑賞者育成事業公演（鳥取県、鳥取市

など後援） 

その他の実績 
・2005年より 表現ワークショップ 小学校、わらべ館等で毎年実施。 

・2007年より 演劇指導  鳥取市内小学校学習発表会 演出・演劇指導等。 

鳥取県学習県民ネット 講師登録 （演劇、表現、ことばあそび等） 

  劇団おひさまとあおぞら 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代 表 者 今度 珠美 

問い合わせ Eメール  ohisora@ms9.megaegg.ne.jp 

URL http://www1.megaegg.ne.jp/̃ohisora/ 

宮沢賢治の不思議な世界を題材に、ちい

さなお子様から小学生、大人の方まで楽

しめる仕掛けあり笑いありホラーあり

のお楽しみいっぱいの舞台。 

初演２００４年７月。 

上演時間 約 40分  

対象年齢 ４歳～大人 

○設  立：２００３年５月５日 
○会 員 数：１０名 
○活動目的：ちいさなお子様がおられるお父さんお母さんやど

なたでも、気軽に身近にお芝居を体験し絵本や演劇に親しん

でいただきたいと結成いたしました。非営利の劇団です。絵

本や児童書を題材にお芝居を製作し、こども達に演劇への興

味、想像力、そして絵本への関心を高めてもらうことを大切

に表現しています。 

○活動内容：メンバーは全員女性で、絵本 

や児童書を題材に、脚本、演出、出演、大 

道具小道具衣装製作、音響照明効果などす 

べて自分達でおこなっています。おもに公 

共施設、小学校、幼稚園、保育園などを訪問または招待して公演活動

（年１０回程度講演）をおこなっています。また、子ども達の表現力

を遊びながら学んでいく演劇ワークショップもおこなっています。 

演出脚本担当・１名 役者・５名 音響担当・１名 照明担当２名 大

道具衣装担当・２名 

 

「こんとあき」は、鳥取にゆかりのある

絵本作家林明子さんが、鳥取砂丘での幼

少時代の体験を描いたといわれる絵本

です。保育園などから多数再演依頼をう

け各地で上演しています。  

上演時間 約 40分 

対象年齢 幼児～小学生 

 

Ⅱ、お芝居 注文の多い料理店 Ⅲ、お芝居 あらしのよる

あらゆる違いを超えた友情、差別について

問いかけています。原作は小学校教科書の

題材でもあるベストセラー児童書。初演２

００５年５月。 

小学校で多数再演。各地で公演しています。 

上演時間 約 1時間  

対象年齢 6歳～大人 

 

Ⅰ．ふたり芝居 こんとあき 

Ⅳ、お芝居 じごくのそうべえ 

Ⅴ．お芝居 ヘンゼルとグレーテル 
Ⅵ．お芝居 九つの銅貨 

Ⅶ．お芝居ゆらゆらばしのうえで 

こどもの感性に刻まれた印象は、決して消えることはありませ

ん。 

 今は人工的なものがあふれています。多くのこども達は暇や退屈

さを容易に克服し、時間を遣う術を心得ています。けれど頬にふれ

る風に気がつき、空気の色の変化に気がつき、自然の音の変わりに

気づく感受性は育っているでしょうか。ささやかでも好奇心を育て

てほしい、演劇を通してバーチャルではない何かを知ってほしい

と、私は５年前にこども向けの劇団を立ち上げました。 

 こども達に均しく観劇の機会を作ることは難しく、これまでも多

くの困難を伴いました。遠隔地であれば交通手段がなく、非営利で

あるため経済的負担も大きく、技術の未熟さも悔しいことでした。 

 私達の活動はとてもささやかで小さいのです。こども達が記憶の

中にわずかでも鮮明さを残し、目の前で起こる展開にドキドキする

確かさを刻むことができれば、それだけで幸せだと思うことができ

ます。ふうせんのような困難さを抱きながらも、ひとりでも多くの

こども達の笑顔に出会えるよう、手をひろげて、明日もまた小さな

幕を開けます。 

毎年絵本、児童書を題材としたお芝居を制作。 

『オリジナル７作品』を発表!! 県内各地で公演 


